
2015.12.19 

ヘッドライトの黄ばみ修復 
http://netadon.net/704.html 

ヘッドライトの黄ばみ取りにはピカール 

ヘッドライトが黄ばんでいたり、曇っているはなんだか古く見え、どんな旧年式の車でも、

ヘッドライトが透明でクリアなだけで古くは見えません。 

それほど印象深いヘッドライトですが、黄ばんでしまったら専門業者にお願いするか、交換

するしかないでしょうか？ 

そんな風に思っていた時に自分で手軽に黄ばみ取りができる方法を実際やってみたらビッ

クリするほどクリアで透明に！ 

ヘッドライトの金属磨きピカールを使った黄ばみ取り方法や、黄ばみ防止策をご紹介。 

  

ヘッドライトの黄ばみの原因は何？  

昭和の時代、車のヘッドライトはガラス製でした。 

それが、デザイン性、軽量化、コストダウンの理由から、今は樹脂製に変わっています。 

樹脂製は、ガラスに比べて紫外線や傷などで劣化しやすく黄ばみやすい。 

そして、樹脂製のヘッドライトは、レンズ内の洗浄はほぼ不可能。 

内部が黄ばみ曇りだしたら、光量不足で車検が通らないなんてこともあります。 

こまめに洗車せず、ヘッドライトにワックスやコーティングをしたまま長時間放置すると 

すぐ黄ばんでしまうそうです。 

新車でも青空駐車していると 4 年ぐらいで黄ばんで曇ってくるそうです。 

ヘッドライトは油分を塗ったまま長時間放置せず、こまめに洗車してあげましょう。 

 

ヘッドライトの黄ばみ取りはピカールでピッカピッカ♪  
ヘッドライトが黄ばんでいることに気づき、カー用品でクリアレンズ液を買い磨いてみたが

キレイにはならず、やはり専門業者にお願いするべきか。 

そう思いながら、インターネットで検索していると、金属磨き「ピカール」で磨くと驚くほ

どクリアになるという動画を見つけたので実際にやってみました。 

いやほんとに驚くほどクリアになりました。 
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